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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第73期
第３四半期
連結累計期間

第74期
第３四半期
連結累計期間

第73期
第３四半期
連結会計期間

第74期
第３四半期
連結会計期間

第73期

会計期間

自　平成21年
　　10月１日
至　平成22年
　  ６月30日

自　平成22年
　　10月１日
至　平成23年
　  ６月30日

自　平成22年
　　４月１日
至　平成22年
　  ６月30日

自　平成23年
　　４月１日
至　平成23年
　  ６月30日

自　平成21年
　　10月１日
至　平成22年
　　９月30日

売上高 (千円) 2,457,8162,209,598790,492 679,8013,254,273

経常利益 (千円) 169,232 246,008 72,439 81,263 201,951

四半期(当期)純利益又
は四半期純損失(△)

(千円) 37,928 129,641△10,377 50,280 51,906

純資産額 (千円) ― ― 3,720,3003,809,0043,734,957

総資産額 (千円) ― ― 4,773,8624,833,0794,739,547

１株当たり純資産額 (円) ― ― 995.00 1,020.50 998.75

１株当たり四半期(当
期)純利益又は四半期純
損失(△)

(円) 10.17 34.75 △2.78 13.48 13.91

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 77.8 78.8 78.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 57,572 269,705 ― ― 15,745

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 211,324△44,018 ― ― 191,074

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円)
△48,589

△48,194 ― ― △48,681

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 2,429,4732,544,7972,367,304

従業員数 (名) ― ― 79 80 77

(注)　１.　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

　　 しておりません。　　　 　　

２.　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３.　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

　　 　なお、第73期第３四半期連結会計期間については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

　　 ないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年６月30日現在

従業員数(名) 80［11］

　　(注) １.従業員数は就業人員であります。

２.従業員数欄の［外書］は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成23年６月30日現在

従業員数(名) 72［11］

　　(注) １.従業員数は就業人員であります。

２.従業員数欄の［外書］は、臨時従業員の当第３四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループの事業は、出版事業及び出版付帯事業の単一セグメントであるため、事業別に記載しており

ます。

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績は、次のとおりであります。
　

事　　業

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年４月１日
  至 平成23年６月30日)

(千円)

前年同四半期比（％）

出版事業 670,833 ―

出版付帯事業 35,817 ―

合計 706,650 ―

(注) １　事業間取引については、相殺消去しております。
２　金額は、販売価格によっております。
３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績

当社は見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

　
(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績は、次のとおりであります。
　

事　　業

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成23年４月１日 
  至 平成23年６月30日)

(千円)

前年同四半期比（％）

出版事業 643,983 ―

出版付帯事業 35,817 ―

合計 679,801 ―

(注) １　事業間取引については、相殺消去しております。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。
　

相手先

前第３四半期連結会計期間
(自 平成22年４月１日
  至 平成22年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年４月１日
  至 平成23年６月30日)

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

日本出版販売㈱ 214,101 27.1 169,552 24.9

㈱トーハン 166,125 21.0 133,326 19.6

㈱大阪屋 90,025 11.4 87,968 12.9

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の

有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復基調にあったものが東日本大震災

の甚大な被害により企業の生産活動が停滞し、また自粛ムードの高まりにより個人消費が冷え込むな

ど、急速に悪化いたしました。 

  当社グループの属する出版業界は、一部の書籍・雑誌が話題を集め、好成績を収めましたが、全体と

しては前年を下回る状況が続いております。 

　このような事業環境の下、当社グループは、今期継続して、編集・販売等の全社員が連携したきめ細か

な企画開発・本作りの活動を行っております。また、不良在庫が増加しないように適正刷部数の製作、

在庫管理の徹底も継続して行ってまいりました。 

　この結果、当第３四半期連結会計期間の連結売上高は679百万円（前年同四半期比14.0％減）、営業利

益は73百万円（前年同四半期比13.5％増）、経常利益は81百万円（前年同四半期比12.2％増）、四半期

純利益は50百万円（前年同四半期は10百万円の四半期純損失）となりました。 

　事業別の概況は次のとおりです。 

（出版事業） 

　今年は平成23年度税制改正が６月までずれ込み、会計・税務・法律の各分野で大きな制度改正がな

かったため関連書籍が出版できず出版点数と売上高は前年を少し下回りました。製作コスト低減や経

費の見直しを今会計期間も徹底いたしました。 

　以上の結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は643百万円、営業利益は64百万円となりました。 

（出版付帯事業） 

　出版付帯事業の主力事業は、当社雑誌への広告請負代理ですが、近年広告出稿量の減少、中でも紙媒体

への広告減少が続き、その現状を打開できない状況にあります。

　その結果、売上高は35百万円、営業利益は1百万円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

(資産の部)

当第３四半期連結会計期間末における総資産は4,833百万円となり、前連結会計年度末に比べ93百万

円増加いたしました。これは主に、受取手形及び売掛金の減少133百万円があったものの、現金及び預金

並びに金銭の信託の増加160百万円、土地取得による増加65百万円があったことによるものです。
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(負債の部)

負債は、1,024百万円となり、前連結会計年度末に比べ19百万円増加いたしました。これは主に、賞与

引当金の減少34百万円があったものの、未払法人税等の増加41百万円、退職給付引当金の増加12百万円

があったことによるものです。 

(純資産の部)

純資産は、3,809百万円となり、前連結会計年度末に比べ74百万円増加いたしました。これは主に、利

益剰余金の増加81百万円によるものです。

　

(3) キャッシュ・フローの分析

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は2,544百万円

となり、第２四半期連結会計期間末に比べ149百万円増加いたしました。 

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。
　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は157百万円（前年同四半期比102百万円増）となりました。これは主

に、賞与引当金の減少28百万円、たな卸資産の増加28百万円があったものの、売上債権の減少162百万

円、税金等調整前四半期純利益83百万円があったことによるものです。 
　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は８百万円（前年同四半期比２百万円減）となりました。これは主に、

定期預金の増加７百万円によるものです。
　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は０百万円（前年同四半期０百万円減）となりました。これは配当金

の支払額０百万円によるものです。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありま

せん。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画した重要な設備、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改善、除却、売却等の計画は

ありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 7,890,000

計 7,890,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月５日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,398,464 4,398,464
大阪証券取引所　
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

１単元100株であります。
 

計 4,398,464 4,398,464― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　 該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　 該当事項はありません。      　

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　 該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年４月１日～
　　平成23年６月30日

－ 4,398,464 － 383,273 － 203,710

　

　

EDINET提出書類

株式会社中央経済社(E00723)

四半期報告書

 8/26



　

(6) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主であった株式会社TOKIOコーポレーションが平成23年４月１日

付で株式会社プランニングセンターと合併したことに伴い、株式会社TOKIOコーポレーションが保有して

いた全株式は株式会社プランニングセンターが継続保有しております。

　その結果、株式会社TOKIOコーポレーションは大株主ではなくなり、以下の株式会社プランニングセン

ターが大株主となりました。

　 　 　

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所 所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社プランニングセンター
東京都千代田区
神田神保町１－31－２　

380 8.63

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成23年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ―  ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　287,600

―
権利内容の何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式　　　　
4,107,700

41,077 同上

単元未満株式 普通株式　3,164 ― 同上

発行済株式総数 4,398,464― ―

総株主の議決権 ― 41,077 ―

(注)　「単元未満株式」には、当社所有の自己株式25株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社中央経済社
東京都千代田区
神田神保町１－31－２　

287,600 － 287,600 6.53

計 ― 287,600 － 287,600 6.53
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
10月 11月 12月

平成23年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

最高(円) 328 329 347 358 359 354 328 331 338

最低(円) 301 294 320 325 342 262 303 320 315

(注)　最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪所証券取引所ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード)におけるものであり、そ

れ以前は、大阪証券取引所(ＪＡＳＤＡＱ市場)におけるものです。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 新任役員

　前事業年度の有価証券報告書の提出後、当四半期報告書提出日までにおいて、該当事項はありません。

　

(2) 退任役員

　前事業年度の有価証券報告書の提出後、当四半期報告書提出日までにおいて、該当事項はありません。

　

(3) 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常勤監査役 監査役 松尾　　武 平成23年１月17日

監査役 常勤監査役 齊藤　純哉 平成23年１月17日

取締役社長室営業担当 専務取締役 丹治　俊夫 平成23年７月21日
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年10月１日から平成22年６月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年10月１日から平成23年６月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成22年４月１

日から平成22年６月30日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年10月１日から平成22年６月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年10月１日から平成23年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,922,414 2,422,104

金銭の信託 659,783 －

受取手形及び売掛金 805,252 939,149

商品及び製品 474,643 456,206

仕掛品 52,585 57,593

原材料及び貯蔵品 11,507 9,921

その他 65,566 73,454

貸倒引当金 △2,301 △4,190

流動資産合計 3,989,451 3,954,239

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 69,592

※
 73,531

土地 441,551 376,551

その他（純額） ※
 8,703

※
 10,111

有形固定資産合計 519,846 460,194

無形固定資産 36,966 23,507

投資その他の資産

投資有価証券 139,002 138,996

繰延税金資産 84,444 79,639

事業保険積立金 44,985 69,435

その他 21,145 18,190

貸倒引当金 △2,761 △4,654

投資その他の資産合計 286,815 301,606

固定資産合計 843,628 785,308

資産合計 4,833,079 4,739,547
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 519,550 516,229

未払法人税等 44,535 2,864

返品調整引当金 45,498 57,228

賞与引当金 15,080 49,985

その他 184,652 173,962

流動負債合計 809,316 800,269

固定負債

退職給付引当金 214,180 202,010

負ののれん 577 2,310

固定負債合計 214,758 204,321

負債合計 1,024,075 1,004,590

純資産の部

株主資本

資本金 383,273 383,273

資本剰余金 203,710 203,710

利益剰余金 3,519,969 3,438,828

自己株式 △299,620 △299,620

株主資本合計 3,807,332 3,726,191

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4 －

評価・換算差額等合計 4 －

少数株主持分 1,668 8,766

純資産合計 3,809,004 3,734,957

負債純資産合計 4,833,079 4,739,547
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成22年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 2,457,816 2,209,598

売上原価 1,531,604 1,296,367

売上総利益 926,211 913,231

返品調整引当金戻入額 10,948 11,730

差引売上総利益 937,159 924,961

販売費及び一般管理費 ※１
 789,190

※１
 699,216

営業利益 147,969 225,744

営業外収益

受取利息 4,122 2,764

受取配当金 3,778 3,122

受取地代家賃 5,419 6,604

負ののれん償却額 3,465 1,732

投資有価証券評価損戻入益 － 1

その他 5,327 6,038

営業外収益合計 22,114 20,263

営業外費用

投資有価証券評価損 690 －

その他 160 0

営業外費用合計 850 0

経常利益 169,232 246,008

特別利益

貸倒引当金戻入額 826 2,615

投資有価証券売却益 13 －

賞与引当金戻入額 － 150

負ののれん発生益 － 15,467

特別利益合計 839 18,233

特別損失

投資有価証券評価損 51,565 －

災害による損失 － ※２
 37,634

持分変動損失 － 77

特別損失合計 51,565 37,711

税金等調整前四半期純利益 118,507 226,530

法人税、住民税及び事業税 57,439 86,254

法人税等調整額 18,495 2,341

法人税等合計 75,934 88,595

少数株主損益調整前四半期純利益 － 137,934

少数株主利益 4,644 8,293

四半期純利益 37,928 129,641
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 790,492 679,801

売上原価 493,691 404,033

売上総利益 296,800 275,768

返品調整引当金戻入額 18,767 20,454

差引売上総利益 315,567 296,222

販売費及び一般管理費 ※
 250,880

※
 222,810

営業利益 64,686 73,411

営業外収益

受取利息 1,123 953

受取配当金 3,703 3,044

受取地代家賃 1,824 1,927

負ののれん償却額 1,155 577

その他 780 1,428

営業外収益合計 8,587 7,932

営業外費用

投資有価証券評価損 675 80

その他 160 －

営業外費用合計 835 80

経常利益 72,439 81,263

特別利益

貸倒引当金戻入額 416 2,088

特別利益合計 416 2,088

特別損失

投資有価証券評価損 51,565 －

持分変動損失 － 77

特別損失合計 51,565 77

税金等調整前四半期純利益 21,291 83,274

法人税、住民税及び事業税 14,216 24,705

法人税等調整額 17,842 8,265

法人税等合計 32,059 32,970

少数株主損益調整前四半期純利益 － 50,303

少数株主利益又は少数株主損失（△） △390 23

四半期純利益又は四半期純損失（△） △10,377 50,280
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成22年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 118,507 226,530

減価償却費 6,196 8,606

負ののれん償却額 △3,465 △1,732

負ののれん発生益 － △15,467

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6,981 △3,781

賞与引当金の増減額（△は減少） △34,172 △34,905

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,950 12,170

返品調整引当金の増減額（△は減少） △10,948 △11,730

投資有価証券売却損益（△は益） △13 －

投資有価証券評価損益（△は益） 52,255 △1

受取利息及び受取配当金 △7,901 △5,886

売上債権の増減額（△は増加） 63,260 133,896

たな卸資産の増減額（△は増加） 15,795 △15,014

仕入債務の増減額（△は減少） △1,438 3,321

未払消費税等の増減額（△は減少） △4,802 △767

破産更生債権等の増減額（△は増加） 6,736 1,892

その他 3,795 9,005

小計 199,775 306,134

利息及び配当金の受取額 7,352 5,897

法人税等の支払額 △149,555 △42,326

営業活動によるキャッシュ・フロー 57,572 269,705

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 217,400 17,400

有形固定資産の取得による支出 △4,733 △66,762

無形固定資産の取得による支出 － △14,955

投資有価証券の売却による収入 73 －

保険積立金の積立による支出 △4,557 △3,302

保険積立金の解約による収入 － 27,752

貸付けによる支出 － △1,000

貸付金の回収による収入 3,058 1,050

関係会社株式の取得による支出 － △0

その他 84 △4,200

投資活動によるキャッシュ・フロー 211,324 △44,018

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △172 －

配当金の支払額 △48,417 △48,194

財務活動によるキャッシュ・フロー △48,589 △48,194

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 220,307 177,492

現金及び現金同等物の期首残高 2,209,166 2,367,304

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,429,473

※
 2,544,797
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結会計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間(自　平成22年10月１日　至　平成23年６月30日)

　　　　該当事項はありません。　　　

　

【表示方法の変更】

　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日  至　平成23年６月30日)

(四半期連結損益計算書)

　「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号　平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日　内閣府令第５号)の適用により、

当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　
　

　

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年４月１日  至　平成23年６月30日)

(四半期連結損益計算書)

　「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号　平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日　内閣府令第５号)の適用により、

当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

　

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成22年10月１日　至　平成23年６月30日)

　　　一般債権の貸倒見積高の算定方法

　　　　当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変

　　　化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定し

　　　ております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成22年10月１日　至　平成23年６月30日)

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年９月30日)

※　有形固定資産の減価償却累計額　　 61,264円 ※　有形固定資産の減価償却累計額　　 54,153千円
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日 
  至　平成22年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日 
  至　平成23年６月30日)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　    は次のとおりであります。 

　　　荷造運搬費　　　　　　　　　　　52,192千円 

      広告宣伝費　　　　　　　　　　　96,139 

      役員報酬　　　　　　　　　　　 103,263 

　　　給料手当　　　　　　　　　　　 192,418 

　　　賞与　　　　　　　　　　　　　　41,299 

      賞与引当金繰入額　　　　　　　　 9,534 

      退職給付費用　　　　　　　　　　13,046 

      福利厚生費　　　　　　　　　　　43,966 

      旅費交通費　　　　　　　　　　　28,244 

      租税公課　　　　　　　　　　　　11,245 

　　　支払手数料　　　　　　　　　　　82,698　 

      減価償却費                       4,642　 

 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　　    は次のとおりであります。 

　　　荷造運搬費　　　　　　　　　　　48,762千円 

      広告宣伝費　　　　　　　　　　　77,242 

      役員報酬　　　　　　　　　　　　86,099 

　　　給料手当　　　　　　　　　　　 188,178 

　　　賞与　　　　　　　　　　　　　　37,828 

      賞与引当金繰入額　　　　　　　　 7,978 

      退職給付費用　　　　　　　　　　11,229 

      福利厚生費　　　　　　　　　　　44,848 

      旅費交通費　　　　　　　　　　　22,248 

      租税公課　　　　　　　　　　　　11,254 

　　　支払手数料　　　　　　　　　　　70,917 

      減価償却費                       6,609　 

 

                

                ――――――――

※２ 東日本大震災による、当社倉庫での棚卸資産の廃

    棄損失を計上しております。　　　

　

　

第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間 
(自　平成22年４月１日 
  至　平成22年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年４月１日 
  至　平成23年６月30日)

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

   は次のとおりであります。 

　　　荷造運搬費　　　　　　　　　　　16,238千円 

　　　広告宣伝費　　　　　　　　　　　27,308 

　　　役員報酬　　　　　　　　　　　　33,504 

　　　給料手当　　　　　　　　　　　  66,758 

　　　賞与　　　　　　　　　　　　　　 6,033

　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　　 9,534 

　　　退職給付費用　　　　　　　　　　 8,585 

　　　福利厚生費　　　　　　　　　　　13,472 

　　　旅費交通費　　　　　　　　　　　 9,630 

　　　租税公課　　　　　　　　　　　　 4,380 

　　　支払手数料　　　　　　　　　　　20,814　 

　　　減価償却費                       1,685

 

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

   は次のとおりであります。 

　　　荷造運搬費　　　　　　　　　　　14,220千円 

　　　広告宣伝費　　　　　　　　　　　25,461 

　　　役員報酬　　　　　　　　　　　　26,631 

　　　給料手当　　　　　　　　　　　  64,071

      賞与　　　　　　　　　　　　　　 8,041

　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　　 7,978 

　　　退職給付費用　　　　　　　　　　 2,383 

　　　福利厚生費　　　　　　　　　　　13,992 

　　　旅費交通費　　　　　　　　　　　 7,622 

　　　租税公課　　　　　　　　　　　　 3,755 

　　　支払手数料　　　　　　　　　　　20,321　 

　　　減価償却費                       2,329
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日 
  至　平成22年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日 
  至　平成23年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,466,873千円

預入期間が３か月超の定期預金  △37,400〃

現金及び現金同等物 2,429,473千円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係　

現金及び預金 1,922,414千円

金銭の信託 659,783〃

預入期間が３か月超の定期預金 △37,400〃

現金及び現金同等物 2,544,797千円

 

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成23年６月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成22年10月１日　

至　平成23年６月30日)

 

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 4,398,464

　
２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 667,625

　
３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

　
４　配当に関する事項

     (1)  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年12月15日
定時株主総会

普通株式 48,500 13平成22年9月30日 平成22年12月16日 利益剰余金

　
     (2) 基準日が当連結会計年度の開始から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、　

配当の効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの 

  該当事項はありません。 

　
５　株主資本の著しい変動に関する事項

　前連結会計年度末日に比べて著しい変動はありません。
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(金融商品関係)

金融商品のうち、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の

末日と比較して著しい変動が認められるものはありません。

　

(有価証券関係)

　当社グループの所有する有価証券は、企業集団の事業の運営において重要なものとなっております

が、四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

　

(デリバティブ取引関係)

　当社グループは、デリバティブ取引を全く利用しておりませんので、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

当第３四半期連結会計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

　共通支配下の取引等

(1)　対象となった子会社の名称及びその事業の内容、企業結合日、企業結合の法的形式、結合

　 後企業の名称及び取引の目的

　①　対象となった子会社の名称及びその事業の内容

　　　子会社の名称　　株式会社プランニングセンター及び株式会社TOKIOコーポレーション

　　　子会社の事業内容　　出版付帯事業(広告宣伝の請負代理業・組版業務)

　②　企業結合日

　　　平成23年４月１日

　③　企業結合の法的形式

　　　株式会社プランニングセンター(当社の連結子会社)を存続会社、株式会社TOKIOコーポレ

　　ーション(当社の連結子会社)を消滅会社とする吸収合併を行いました。

　④　結合後企業の名称

　　　株式会社プランニングセンター(当社の連結子会社)

　⑤　その他取引の概要に関する事項

　　　事業の合理化を図ることを目的としております。

(2)　実施した会計処理の内容

　「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準21号　平成20年12月26日)及び「企業結合会計基準及び

事業分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日)に基づき、

共通支配下の取引として処理しております。

　

(資産除去債務関係)

該当事項はありません。

　

(賃貸等不動産関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

　
出版事業
(千円)

出版以外の
事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

750,89839,593790,492 ― 790,492

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

45 30,709 30,754△30,754 ―

計 750,94370,302821,246△30,754790,492

営業利益又は営業損失(△) 65,108△2,273 62,834 1,852 64,686

(注)1. 当社の事業区分は、事業の種類の類似性を考慮して、出版事業と出版以外の事業とに区分し

ております。

　   2. 各事業の主な製品・サービス

　　　(1) 出版事業……………書籍・雑誌の出版及び販売

　　　(2) 出版以外の事業……雑誌広告請負代理等、商品カタログ、販売促進用パンフレットの企画

　　　　　　　　　　　　　　・制作、出版物の商品管理、不動産管理・賃貸業務等

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年10月１日  至  平成22年６月30日)

　

　
出版事業
(千円)

出版以外の
事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

2,317,216140,6002,457,816 ― 2,457,816

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

624 88,985 89,609△89,609 ―

計 2,317,841229,5852,547,426△89,6092,457,816

営業利益 117,483 3,215 120,69827,270147,969

(注)1. 当社の事業区分は、事業の種類の類似性を考慮して、出版事業と出版以外の事業とに区分し

ております。

　   2. 各事業の主な製品・サービス

　　　(1) 出版事業……………書籍・雑誌の出版及び販売

　　　(2) 出版以外の事業……雑誌広告請負代理等、商品カタログ、販売促進用パンフレットの企画

　　　　　　　　　　　　　　・制作、出版物の商品管理、不動産管理・賃貸業務等
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

　　　本邦以外の国又は地域に所在する支店又は連結子会社がないため、記載を省略しております。

 

前第３四半期連結累計期間(自　平成21年10月１日　至　平成22年６月30日)

　　　本邦以外の国又は地域に所在する支店又は連結子会社がないため、記載を省略しております。

 
　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

　　　国内売上のみのため、記載を省略しております。

　
前第３四半期連結累計期間(自　平成21年10月１日　至　平成22年６月30日)

　　　国内売上のみのため、記載を省略しております。
　

　

【セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年10月１日  至  平成23年６月30日)及び当第３四半期連結会計

期間(自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日)

　当社グループは、当社及び子会社２社で構成され、主に企業経営全般に関する専門書籍、雑誌の出版・販

売を行う出版事業と広告請負代理等を行う出版付帯事業からなっております。従来、事業の種類別セグメ

ントとして出版事業と出版以外の事業に分けて開示してきました。しかし、広告請負代理は当社の発行す

る雑誌に掲載する広告を請け負っているものであり、雑誌制作全体から見て一体のものであるといえま

す。したがって、事業セグメントは単一と判断し、記載を省略しております。

　

(追加情報)

　第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針

第20号  平成20年３月21日)を適用しております。

　

(１株当たり情報)
　

１ １株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年９月30日)

　 　

　 1,020.50円
　

　 　

　 998.75円
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２．１株当たり四半期純利益金額等又は四半期純損失金額等

　　第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成22年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 10.17円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利
益金額については、潜在株式が存在しないた
め記載しておりません。

　

　

１株当たり四半期純利益金額 34.75円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利
益金額については、潜在株式が存在しないた
め記載しておりません。

　

　

(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成22年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成23年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 37,928 129,641

普通株式に係る四半期純利益(千円) 37,928 129,641

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 3,731,018 3,730,839

　
第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △2.78円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利
益金額については、１株当たり四半期純損失
であり、また、潜在株式が存在しないため記載
しておりません。

　

　

１株当たり四半期純利益金額 13.48円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利
益金額については、潜在株式が存在しないた
め記載しておりません。

　

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半
期純損失(△)(千円)

△10,377 50,280

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
(△)(千円)

△10,377 50,280

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 3,730,887 3,730,839

　

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年８月５日

株式会社中央経済社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士    岡    　　研　　三    印

　
指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士    福　　村　　　　寛    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社中央経済社の平成21年10月１日から平成22年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年10月１日から平成22

年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社中央経済社及び連結子会社の平成22

年６月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月５日

株式会社中央経済社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士    岡   　    研    三    印

　
指定有限責任
社員
業務執行社員

　 公認会計士  　福    村   　    寛    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社中央経済社の平成22年10月１日から平成23年９月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年10月１日から平成23

年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社中央経済社及び連結子会社の平成23

年６月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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